
不登校児支援
周
両
病
院
、
来
月
1
日
に
外
来
新
設

囁
■

心理面から

周
隋
而
郷
牽
通
の
医
雲
人
仁
徳
会
「
周

南
病
院
」
　
（
沼
田
光
生
理
塾
長
）
は
4
月
1

日
、
小
児
科
の
開
設
に
合
わ
せ
、
不
≡
校
な

ど
に
悩
む
子
ど
も
た
ち
の
復
帰
蓋
す
る

小
児
科
心
雫
外
来
を
新
た
に
設
け
る
　
小
児

科
医
の
診
断
の
も
と
、
専
門
の
心
理
士
が
不

萱
ど
の
学
校
不
適
応
や
程
度
の
発
陸

軍
を
寧
入
る
児
草
生
徒
と
そ
の
蔓
ら
を

対
象
に
面
接
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
、

心
無
両
か
ら
号
嚢
す
る
。
同
外
来
は
霊
界
都

内
の
大
学
病
院
な
ど
全
国
で
も
準
刀
新
し
か

設
照
さ
れ
て
お
ら
ず
、
堪
四
で
績
め
て
と

い
う
。

「
人
間
に
と
っ
て
一
帯
大
切

な
の
は
心
。
心
の
問
題
を
解
決

せ
す
し
て
対
症
雲
ば
か
り
し

て
い
て
も
意
味
が
な
い
一
と
い

う
沼
田
理
事
長
（
亜
）
の
岳
穿
か

ら
設
歴
に
至
っ
た
ゥ
小
児
科
心

理
外
来
は
、
従
来
の
小
児
科
・

構
神
蕪
で
は
対
応
し
て
い
な
か

っ
た
心
理
的
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

の
が
特
徴
。
1

8
読
ま
で
の
学
校

不
渾
応
児
ら
に
帯
萱
を
英
施
し

て
支
援
方
針
を
決
め
、
霊
折

養
や
ゲ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
ブ

レ
イ
セ
ラ
ピ
ー
、
議
題
だ
決
裂

の
「
再
決
断
蚕
」
と
呼
ほ
れ

る
面
叢
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

実
施
す
る
。
岱
簡
へ
の
茂
応
力

や
社
会
性
を
商
め
る
た
め
に
院

内
学
級
も
設
置
守
る
計
恕
だ
。

国
外
東
新
設
に
伴
い
、
沼
田

写
広
が
5
年
前
に
安
豪
で
知

見
］
っ
た
心
毯
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
森
鹿
央
さ
ん
（
4
7
）
が
経
営
す

る
「
メ
ン
々
ル
サ
ポ
ー
ト
研
究

所
」
（
東
京
都
）
と
提
携
。
同
研

究
頑
の
心
警
受
田
恵
理
ぎ

ん
（
胃
）
を
新
た
に
採
用
す
る
e

当
面
は
遭
1
回
の
ベ
ー
ス
で
受

田
さ
ん
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
こ

当
一
た
る
。
安
田
さ
ん
は
「
ア
ど
・
も

た
ち
と
の
か
か
わ
り
の
申
で
、

チ
ど
も
が
一
言
葉
こ
て
き
な
い
悩

み
な
ど
を
翠
心
理
的
隻

え
に
な
り
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。両

病
院
で
は
小
児
科
心
礫
外

来
の
ほ
か
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
4
月
か
ら
受
E
さ
ん

が
、
周
病
聖
域
の
老
人
薯
選

設
な
ど
を
話
闇
し
て
酪
Ⅲ
桔
愚

者
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
爽
屈

す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
同
短
胱

（
含
0
8
3
4
・
2
1
・
0
3

5
7
）
へ
。


